
審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 平成 28 年度松阪市生活困窮者等就労支援事業運営協議会臨時会 

２．開 催 日 時 平成 29年 3 月 16 日（木）午前 10時 00 分から午前 11 時 30 分 

３．開 催 場 所 松阪市殿町１３４０番地１ 松阪市役所 地下会議室 

４．出席者氏名 

（委 員） 

○三重労働局職業安定部長（内藤彰彦） 

三重労働局地方訓練受講者支援室長（西勝美） 

松阪公共職業安定所所長（片岡敏明） 

松阪公共職業安定所統括職業指導官（筒井英雄） 

◎松阪市福祉事務所長（薗部） 

生活保護担当参事 （鈴木） 

福祉ささえあい課長（淺井） 

      （◎会長 ○副会長代理） 

 

（事務局）福祉ささえあい課 生活サポート室（西山・小泉） 

 

以上９名 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 ０人 

７．担 当 

松阪市殿町１３４０番地１ 

松阪市 福祉部 福祉ささえあい課 生活サポート室 

担当者 ： 西山、小泉 

電 話    0598‐53‐4670 

ＦＡＸ    0598‐26‐9113 

e-mail seikatsu＠city.matsusaka.mie.jp 

 

協議事項 

 １．平成 28 年度 一体的実施事業の事業評価について 

 ２．平成 29 年度 一体的実施事業の事業運営計画について 

 ３．その他 

 

議事録   別紙 



平成２８年度松阪市生活困窮者等就労支援事業運営協議会臨時会（概要） 

 

日時：平成２９年３月１６日（木） 午前１０時００分～午前１１時３０分 

場所：市役所地下会議室 

参加：松阪市福祉事務所所長 薗部 功 

三重労働局 職業安定部長 内藤 彰彦、地方訓練受講者支援室長 西 勝美、松阪

公共職業安定所所長 片岡 敏明、統括職業指導官 筒井 英雄、統括職業指導官 

村上 裕行、松阪市福祉事務所 生活保護担当参事 鈴木 茂郎、福祉ささえあい課長 

淺井 嘉人、（事務局） 福祉ささえあい課 生活サポート室 西山 久司、小泉 恵美 

 

 会長あいさつ（福祉事務所所長） 

 会員自己紹介（名簿順） 

 事務局から協議会設置要綱第 3条 3項を満たしていることを報告。 

 協議会設置要綱第 2条 4項に基づき、会長に議事進行をお願い。 

 

【三重労働局 説明】 

一体化事業について 

 平成２７年度末時点、１５９自治体（３３道府県、１２６市区町）で実施。うち生活保護受

給者等を主な対象とする取り組みは９６自治体。 

 県内、四日市市と松阪市が実施。全国的に平成２７年度就職率は若干下がっている。 

 運営協議会における評価は高く、利用者アンケートでも高評価を得ている。 

 今後の課題は、就労者の人間性を高めることや自治体との連携強化となっている。送

り込みやすい土台つくりに努め、連携目標を見える化していきたい。 

 平成２７年１２月２２日閣議決定から恒常的な事業と位置づけられた。雇用対策法の改

正により、今後も継続的に実施をしていきたいと考えている。 

 平成２８年度事業評価および平成２９年度事業運営計画策定等のための一体的実施

事業運営協議会を年度内に開催が必要となり、臨時会を開催。 

 ３月１３日開催された地方労働審議会において平成２８年度の実施状況および成果等

については報告済。 

 平成２９年度事業計画策定にあたり、ハローワークと松阪市の連携がわかりやすい目

標の設定を行い、厚生労働省に報告していきたい。 

【ハローワーク松阪 説明】 

 協議事項（１）平成２８年度一体化実施事業の事業評価について 

 実施対象自治体： 松阪市   施設名：就労の広場 求職者相談コーナー 

 運営協議会は本日を含め２回開催。 

 平成２８年目標達成について 

【支援対象者数】 

目標値：２００名  ２月末現在：１９９名 ＜目標達成の見込み＞ 

（参考：平成２７年度 目標値：２００名 支援対象者数：２０２名 目標達成） 



【就職者数】 

目標値：１２０名  ２月末現在：１０３名 ＜目標達成には少し少ない見込み＞ 

（参考：平成２７年度 目標値１１０名 就職者数：１１３名 目標達成） 

【就職率】 

目標値：６０％  ２月末現在：５１．８％ 

 生活保護対象者の就労も増え、対象者が減少している状況。 

 平成２９年度は事業主に特定求職者雇用開発助成金の情報提供を行うなど個

別求人開拓を行っていく。 

【自治体から誘導された求職者数】 

目標値：２００名  ２月末現在：１９９名 ＜目標達成の見込み＞ 

 自治体との連携は、チーム支援として情報共有することでよりよい指導を行う。 

 研修会は１２月７日、１２月８日に特定求職者雇用開発助成金について実施。 

 福祉ささえあい課に月に一度、情報提供。 

 松阪市生活相談支援センター支援調整会議にナビゲータとともに参加。 

 利用者のアンケートの実施。 

 実施期間：平成２９年３月１日から３日（３日間） ２４枚回収 

 満足度１００％（満足１７名、まあ満足７名） 

 設置評価１００％（よかった２０名、まあよかった４名） 

（参考：平成２７年度ともに９３．３％） 

 ＜ 異議なし 承認 ＞ 

 協議事業（２）平成２９年度 一体化実施事業の事業運営計画について 

 生保型で生活困窮者、児童扶養手当受給者を対象。就労ナビゲータ２名が個別就労。 

 ハローワーク松阪との住み分けは、市から誘導された生活保護受給者等を対象。 

 ２９年度目標値 

 支援対象者２００人（前年度実績をもとに設定） 

 就職者数１３０人（前年度目標を上回る設定） ６５％ 

 市から誘導された求職者数２００名（支援対象者１００％と設定） 

 チーム支援による就職者数５０人。 

委員からの意見 

 目標値を下回ることがあっても相談コーナーをなくすことはやめていただきたい。 

 わかりやすい表示、誘導が必要。看板等表示を検討。 

 地方自治会からハローワークへの情報提供については事務局が取りまとめる。 

 特定求職者雇用開発助成金、体験型就労について情報共有。 

 ＜ 異議なし 承認 ＞ 

 

【その他】 

 ８月場所を移転し、求人端末を３台とする。 

 

閉会のあいさつ 


